
無名建築の再価値化　生残 ･解放可能性

どのような建築を現代において考えるか。
建築の扱いに混乱する現代に建築に触れ、歴史を知り、これから作品を表現する私の、
建築の価値を考える提案である。

盛岡に現存する二棟の無名建築、明治 37 年竣工の第一乾草舎、その 4年後、明治 41 年竣工で、1km
離れた第三農機具庫が、私の提案の対象である。
農商務省の異なる施設に建てられた二棟の覆馬場は、小屋組トラスの構成が近似している。加えて、竣
工の 4年の差によって見られる , 相違点による学習可能性にも、価値を見出す。

まず二棟の近似点は、吊束への鋼材の使用、外壁から突出する飛柱や、寸法にまで至る。
続いて二棟の相違点。
第一乾草舎は均一なスパン、せいの大きな木材を継いだ小屋梁など、明治後期の最先端技術と言えるデ
ザインが見られる。しかし、現在は放置され、ただ解体を待つのみである。
第三農機具庫は、不揃いなスパン、鋼材の小屋梁中央部への合理的な使用など、盛岡の職人の限られた
デザインで、第一乾草舎を真似て建てたと考えられる。現在も利用され、手を加えられながら建っている。

私はこの近似し、相違する無名建築が二棟現存することで、互いの建築の価値を高め合うと考える。

調査から、現状を記録するカルテや、それぞれの建築のデザインコードを読み取り、私のデザインを行う。

第三農機具庫の補強と第一乾草舎の移築、覆屋の新築は、二棟が存在することの価値を示し、当時から
の盛岡の建築技術をも学習可能とする。

価値ある二棟の無名建築を、生き残らせ、開いてゆく可能性を考えた。

私が修士課程まで建築に触れ、そしてこれからも建築に触れ、自らの作品を表現することを考え、私の
思う現代の建築を考えている。
建築の価値を考える数々の作品が見られる。保存、復元、補強、移築、解体、価値を考えて行われるデ
ザインに正解などなく、対象の建築毎に、扱う建築家毎に異なるデザインがなされている。これから更
に広がり、増え続ける建築の価値を考えるデザインに、一つ、私のデザインを表現する。

学習可能な建築こそが、ものの寿命などを超えて生残する価値を認められ、無名建築であろうと人々に
知られるべく解放されるべきであると考え、信じている。

二棟の無名建築

 

○無名建築の発見

充分に価値を持つが、誰の目にもつい

ていない無名建築の再価値化をもっと

も表現できる現存する様式や系譜をも

つ既存建築を選定する。

目をつけたのは第二次世界大戦以前の

木造建築である。それらには改修の跡

が残り、当時の建築の価値が現代にお

いて多く認められている。続いて国立

建築である。それは当時最先端の技術

が投入され、用途に応じてデザインの

型があると考えられたためである。ま

た、富国強兵を謳った明治時代にまず

国が力を入れたのは農業であった。明

治後期にかけて多くの農業大規模建築

が建設されていたことを掴んだ。

求める条件に基づいて既存の建築をフ

ィルターにかけ探すと、自ずと二棟の

建築に当たった。

無名建築を調査し、カルテとして記録する。

部材レベルでその状態や痕跡を読み取り、対象とした二棟の無

名建築の各トラスを単位として図示する。このカルテが提案の

起源となっており、私の行うデザインは、これに対応して一棟

の無名建築の内でも、同じ部材のその状態ごとにパタンを用意

している。カルテによって、接合部から部材、トラスまでの集

無名建築のもつデザインコードを読み取る。

無名建築であるから、際立ったデザインが行われているという

こともないが、それらの集合が建築であるはずだ。近似した無

名建築が二棟あることで比較可能であり、デザインコードを収

集することが必須に思われた。詳細に収集すると、同義語で獲

得したデザインコードであっても差異が見られたり、片一棟の

私自身が無名建築の生残•解放可能性を高めるためにとれる方

法論を考える。建築にはまず批評性が必要である。批評性を建

築家が意図的につくりだしていない場合、私はそれを建築であ

ると呼ばない。そして、その意図を第三者が読み取り、それぞ

れが異なる学習を可能である建築が、永く批評性をもち、生残

し、解放の機会が多く訪れると考える。更にいつの日か伝達が

○再価値化の方法論
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を で補強、現代化

建築そのものがもつ、現状の価値を再

び表出させる挑戦である。デザインに

至るまでの段階をいくつか経る必要が

あり、その各段階には私が現代に手を

加える意味を忘れてはならなかった。

第一乾草舎、第三農機具庫の二棟が現

存することで、価値を考える想像は広

がり、その方法も多くの可能性が考え

られた。私が現在持ち合わせる知識や

言語がそのまま現れ、この再価値化の

方法は今の私を表しているとも言える。

方法論には、幾度かの人間の仲介が必

須であるように図示している。この部

分にも、現代の建築設計への批評が表

れていた。

○盛岡に二棟の無名建築

二棟は互いに岩手種馬所という農商務

省の施設であり、密接な関係をもって

きた。110 年以上その場所に建ち続け、

盛岡の歴史と共に使われたきた。

江戸時代から馬の改良で名を馳せてい

た盛岡は、軍馬、農耕馬としての利用

のために種馬を産業とし、これまで発

展してきた。この二棟の無名建築は、

覆馬場という、悪天候時の馬の屋内運

動場としてつくられたものである。当

時の盛岡に流入してきた最先端技術と、

盛岡の職人が持ち合わせていた技術が

注ぎ込まれた建築である。

二棟が残ることで、これらは比較可能

となり、多くの読み取りが行える。

1.5km

東北農業研究センター　第三農機具庫
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概要 平面概要 断面概要 建築概要

二重小屋組トラスで、その吊束、吊対束、小屋梁

の中央部に鋼材が使われていることがまず

特徴として言える。吊束を小屋梁ボルトに落として、3 本の

ボルトの接合部に中空の金物を使用しており、小屋梁ボルト

を用いた合理的な構造を成立させる重要な点を示している。

続いて、小屋組から外壁の外にまで繋斜柱

に始まり飛柱、飛梁が露出していること

である。柱より外側に出すことで、スパンを飛ばすために不

安定になったトラスの構造的合理性を補っている。

小屋組トラスの小屋梁は、16500mm ほどをスパンを飛ばす

べく、小屋梁の中央 1/3 ほどを鋼材で繋い

でおり、引張力の働く小屋組トラスの下弦材への対応と

して合理的である。軸力の大きく働く部材への添材の付加な

どが見られ、当時の盛岡の小屋組トラスの理解と技術に驚か

される。

東北農業研究センター　第三農機具庫

明治 41 年に農商務省岩手種馬所に建て

られた、馬の屋内運動場である覆馬場と

いう建築である。
盛岡の中心地から国道 4 号線を北に 3km ほどに位置してお

り、施設に入ると正面に向かい合って建つ。現在は、独立行

政法人東北農業研究センターの第三農機具庫となっており、

現在も農機具庫として利用されている。
部分的に改修の跡が見られるが、視認できるほどに危険な状

態の部材も見られる。

当施設に調査に伺った際には、第三農機具庫を利用する職員

の方からも、その建築での出来事や変遷を話していただくな

どの理解は確認された。しかし、建築そのものへの関心はや

はり低い。幾度かの改修を経て建つ第三農機具庫は、関わる

盛岡の職人の系譜が染み込んでいるようだった。

短手方向に架かる小屋組トラスは、長手方向に平均

2650mm 程度の不均一なスパンで立ち並ぶ。農商務省の建

築であるにも関わらず、このような建ち方であることから、

確立された設計者が不在の状態であったの

ではないかと考えられる。

また、覆馬場として建てられて建築の用途変遷に応じて増築

された箇所が屋内に散見され、それらは既存の建築にその場

でその都度対応しているような形跡が見られる。屋内を分割

する短手方向一面を埋める増築壁は、小屋組トラスを無理矢

理のみ込むように水平、垂直材が組み上げられており、粗放

な改修であると言える。

屋根形状は単純な切妻で、幾度かの改修跡が外観、内観とも

に確認できるため、改修が容易にする形状であったのかもし

れない。可能性として、盛岡の職人が 4 年前の第

一乾草舎を真似て建てたのではないか。

二棟目の木造覆馬場、状態維持 不均一なスパン、盛岡の職人技か 構造合理性の完成した小屋組トラス

この建築には、覆馬場として馬のためにつくられたとは思え

ないほどに、人のための建築としても相当過

剰な丁寧な設えが見られる。
1 スパンおきに連続する開口部には、ガラスの引き違い戸に

鍵付きまでついており、さらにそのサッシュや水切りにもエ

ンタブラチュアを思わせる装飾がなされている。また、この

1 スパンおきの開口部とすることで、間の 1 スパンに筋交い

と間柱を入れることが可能になり、構造的な強度が確保され

ている。

盛岡の職人が持ち合わせるデザインの型

が、農商務省などの国からおりてきた人

のための建築のものに限られていたとす

ると、建築の用途に関わらず同じデザインをするしか方

法がなく、このように過剰とも言える設えを生んでいるので

はないだろうか。 

盛岡のデザインの型と建築用途の矛盾

概要 平面概要 断面概要 建築概要

二重小屋組トラスで、その吊束に鋼材が使われて

いることがまず特徴として言える。二重梁上部の吊束から

金物を使用して吊ボルトを落とし、小屋梁の下方への変形を

抑えている。続いて、小屋組から外壁の外にま

で繋斜柱に始まり飛柱、飛梁が露出して

いることである。柱より外側に出すことで、スパンを飛ば

すために不安定になったトラスの構造的合理性を補っている。

小屋組トラスの小屋梁は、14500mm ほどをスパンを飛ばす

べく、せいの大きな木材を左右交互に吊対

束の落ちる部分で継手と金物によって接

合している。全体として木材の欠損を少なく抑えるよ

うな操作が見られる。小屋組トラス同士を結合する筋交など

の斜材がいくつか連続しており、変形への意識が見られる。

短手方向に架かる小屋組トラスは、長手方向に 2730mm の

均一なスパンで立ち並ぶ。当時にこのスパンを踏

襲した農商務省の建築となると、イギリ

ス系のヤードモジュールが元になってい

るのではないかと推測される。
建築内部には全く柱は落ちておらず、唯一長手方向の北側に

ある通用開口部のみが、この建築の均一な平面を外れている

が、機能的である。

屋根形状も特殊であり、妻側の両端が袴越屋根のようになっ

ており、時代背景とこれらの形状から、設計者が明確になら

ずとも、推測は続く。

建物の四周には、水平連続窓が設えられており、馬のための

建築環境が考えられていると言える。木造建築で、これほど

のスパンと飛ばし、55m ほど連続するにも関わらず、壁面を

中部で断絶させる行為は、当時の構造への基準の弱さが理解

できる。実際に屋内に入ると、視認できるほどに建築全体が

歪んでおり、水平連続窓は大きな原因であると言える。

その水平連続窓に対応して、屋外上部に庇

がかけられており、この建築の外観の長手方向の

水平性を強調している。その庇の効果が、屋外の

飛柱、飛梁の状態に大きく影響しており、
そのほとんどは風雨による損傷は見られない。

家畜改良センター岩手牧場　第一乾草舎

明治 37 年に農商務省岩手種馬所に建て

られた、馬の屋内運動場である覆馬場と

いう建築である。
盛岡の中心地から国道 4 号線を北に 4km ほどに位置してお

り、あたりは建物もあまり見られないほどに牧場が広がって

いた。現在は、独立行政法人家畜改良センター岩手牧場の第

一乾草舎となっているが、既に利用されておらず、

建築にも多くの損傷が見られ、施設側も崩

壊の危険を理解した上で、放置している状態である。

当施設に調査に伺った際にも、この建物が古くから存在する

ものであることの認知はあったものの、貴重に利用されてい

る様子はなかった。広大な牧場の草地に建ち、建物の床に敷

き詰められた乾草が唯一の利用された形跡のように思えた。

盛岡一棟目の木造覆馬場、解体寸前 デザインの完成した小屋組トラス 構造と機能が生んだデザインの矛盾均一なスパン、農商務省の設計か
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二棟の無名建築

盛岡に 4 年の差で建てられた両覆馬

場は、建築の、小屋組トラスの構成

が近似している。しかし、比較すれ

ばする程に相違点が見え、その相違

点が両無名建築の貴重性、価値を増

してゆくのであった。

仮説として、先に建てられた第一乾

草舎は農商務省の施設であり、その

スパンや各部の形状から、イギリス

系の建築様式であることがほぼ確実

であると見ている。一方、後に建て

られた第三農機具庫は、スパンを始

め第一乾草舎からの変化より、確立

された設計者が不在、すなわち盛岡

の職人が、第一乾草舎を真似て建設

されたのではないかと考える。

この仮説から、二棟は近似しており、

しかしその設計者が異なり、前例を

真似て改良したとすると、二棟が同

時に比較されることの学習可能性は

大きい。

施工性、経済性に強い。束と梁によ

る単純梁に曲げモーメントがかかる。

剛性を高くするための斜材

(トラス、筋交い、火打をど

う取り込むかが耐震的考慮か

ら研究されていく。

洋小屋を取り入れる必要がどこにあ

ったのか。技術が日本に入ってきた

当時の雑誌には、伊藤為吉の耐震家

屋構造法で日本家屋構造の欠陥が述

べられている。

屋根重量の課題なること
柱が孤立していること
ほぞ穴その他部材の切り欠きが大き

いこと
抜きと楔による固定の一時的である

こと

(

第一乾草舎 - 第三農機具庫

+

原型 とする 変遷 移築対象建物 補強対象建物

“和小屋” “洋小屋”

安政 4 年 (1857)に技術伝来

“和小屋 ×洋小屋”

明治 5 年 (1872) 明治 15 年 (1882)

“和小屋 ×洋小屋” “震災予防調査会案”

明治 27 年 (1894)

明治 41 年 (1908)明治 37 年 (1904)

↓ ↓ ↓ ↓

→選定建物は公的に建設さ
れたが、職人的試行が見ら
れる。

各部材を細く、スパンを飛ばすことに

強い。部材には主に軸力がかかる。

公的な 民間
職人的な

新たな材料・技術と
日本の伝統的技術の
混用、擬洋風と言え
る、技術における過
渡期的状況。開港し
た居留地の外国人の
商館や住宅を模倣し
た日本人工匠の手に
よる和洋折衷の擬洋
風というべき流れ。

西洋建築技術の輸入

大蔵省、工部省、工
部大学校、帝国大学
建築学科、建築学会
が近代建築への主流
を形成。西洋建築の
建設を通じて外国人
から日本の技術者が
洋風建築の手法を経
験的に学んだ。

富岡製糸所倉庫

一連の洋風小屋組の流れを形成
するもの。

数年前に建設された横須賀製鉄所と

ほとんど一致する形態をもち、日本

の公的な施設の和小屋 ×洋小屋の一

歩目としてひとまず確立したもので

あると言えよう。

ほとんど完成したはずのト
ラスが輸入されたものの、
日本人に伝統的に染み付い
た、大梁への根拠のない信
頼によって、不必要な寸法
の梁がトラスの下に渡され
ていた。

国鉄旧長浜駅舎

キングポストトラスの構成および部

材寸法は既に極めて洗練されている。

すなわち、西洋において完成したト

ラスの型が、ようやく日本の建築技

術界に受け入れられたということで

ある。鉄道の建物は地方へ中央の新

技術を伝える重要な拠点だった。明

治 24 年 (1891)濃尾地震を受けて、

コンドルは「トラスの個々独立して

いる洋風に比して、母屋を通した和

風は小屋が一体化しており、優れて

いる点もある。それぞれの長所を取

るべき」。   

近代化を達成。

スパン 9.7m の 2 階建レン
ガ造でこの軽快なトラスが
完成。技術の伝播はまだま
だ。

        

鋼材

(山形県下町家一棟改良構造仕
様一案 )

→選定建物など、それぞれ
の風土や技術から、完成し
たトラスに部材を付加した
次形態であると言えよう。

日本の経済力や技術水準から住居の

伝統などの面から、消極的に木造を

認めることとなった。その中で積極

的に防災や耐震化に震災予防調査会

を拠点とする学者たちが力を注いだ。

大きな方針として、金物の使用を進

め、剛性の強化を目指した。佐野利

器の“家屋耐震構造論”に続いてい

くが、未だに余分に思える部材が残

る。  

洋風木構造の合理性と和風
の意匠の洗練さを掛け合わ
せ、全体を一体化させて剛
性を強める。

　

家畜改良センター 
岩手牧場

東北農業研究センター 
第三農機具庫

(元 :岩手種馬育成所 覆馬場 ) (元 :岩手種馬所 覆馬場→農事試験場 )

◯◯

親類として扱う。

・構造の合理性が表現されている、

(並びの系譜と明らかにタイプが異なる ...)

選定建物の建設から 12 年早く、1km

の距離に建つこの建物は、盛岡の木

造の覆馬場の型を確立する重要な建

物であると言える。抽象化した右図

に見られる形式はほとんど一致し、

束と梁の鋼材のみの変化である。盛

岡における技術の進化が現れており

選定建物の改修の変遷を予想可能に

するであろう。、

トラスの引張 - 圧縮の関係が一目

瞭然。(/ 本橋仁さん )

・引張が苦手な木造の接合部の工夫
    (/ 山田憲明さん )

○二棟の無名建築と小屋組トラスの変遷

如何にして耐震的、合理的な洋風トラス小屋に統一されていったかのか、伝統と新しい技術の融合による建築技術の成立の歴史をみる。

 
盛岡の歴史

盛岡田植踊

米の豊作を祈る、小正月の頃に

踊られてきた。米を収穫するま

での作業を踊りで表すことで、豊

作を祈る「予祝芸能」の一つ。

盛岡では座敷田植踊といった屋内

で行われるものが主。大きな家の

座敷を舞台として 1 日がかりで演

じる。

明治初期に始まったものであるが、

現代は農家数の減少に比例して大

掛かり行われることがほとんどな

くなった。

・農事試験場東北支場（明治 29 年創設の陸羽支場の後身：秋田県

大仙市）

・農事試験場東北支場刈和野試験地（昭和 13 年創設の奥羽試験地

刈和野出張所の後身：秋田県大仙市刈和野）

・農事試験場東北支場盛岡試験地（昭和 7 年創設の東北小麦試験地

の後身：岩手県盛岡市東安庭）

・農事試験場三本木原営農支場（昭和 20 年創設：青森県上北郡六

戸町）

・農事試験場三本木原営農支場厨川試験地（昭和 24 年創設：岩手

県盛岡市下厨川）

・園芸試験場東北支場（昭和 13 年創設：青森県南津軽郡藤崎町）

・開拓研究所東北支所（昭和 21 年創設：岩手県胆郡金ケ崎町）

盛岡城が一応体裁を整えて藩部入部、南部氏が

居城を盛岡に。北上川の水運が利用できる交通

の要衝、九戸城 ( 元支配地 ) に達する街道沿い

であったこと、北上川と中津川に囲まれた花崗

岩大地からなる天然の要害。これらが盛岡に目

をつけた要因であった。

この年、鉱山師鎌津田甚六が大規模水路を完成

させ、藩御用の用水として新田開発を進める。

盛岡南部から良質な米穀生産が可能に、生産米

はことごとく御蔵米に。盛岡の繁栄はこの城下

近郊での農業技術の向上によるところが大きい。

盛岡藩の石高はおそらく 10 万石。北上川舟運

で江戸と結ぶ。

良馬の産地として知られた上方からの下り物取

引があった。経済的には豊かであった。

政府備蓄米を保管していた旧政府

倉庫、277 億円相当の土地建物

が活用されていないと判明し、

所管の農林水産省に売却が通達

された。

米不作対策の整備のために国が

進めてきた政府備蓄倉庫は、民

間委託や建物の老朽化に伴い平

成 22 年に全て廃止され、結果

業仕分けで早期売却の方針に。

この際に、多くの米穀倉庫や旧

農事試験場などの建物が解体され

ている。
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農業遺産の喪失

品種改良が本格的に始まる。近代国家への道を進み始める過程で、

農作物の生産力の増大が重要課題とされ、海外から農業の専門家

を招聘した。

大正 10 年に分離育種法という人工交配の育種法で初めてつくら

れた米種が、陸羽 132 号。国立農事試験場陸羽支場で寒さに強く、

当時の東北で広く栽培された。農学校で教鞭をとっていた宮沢賢

治も普及に努め、冷害を詩にした「稲作挿話」でも陸羽 132 号が

高く評価されている。品種改良の父、加藤茂苞の功績が大きい。

米の栽培は風土に大きく左右され、品種にも適性があるため、農

事試験場は全国各地に考慮の上で設置された。日本では、農産物

規格規定に品位の規格と、産地品種銘柄として都道府県ごとにい

くつかの稲の品種が予め定められている。

農事試験場米品種改良

藩の風土の理解と開発

農林省東北農業試験場設立、統合

耕地整理法。乾田馬耕の普及、労力の雪原、増歩を期待する豪農

的工作地主層の運動により、小作農に依存する寄生地主へ。

馬耕は明治初年から岩手県が力を入れた農業政策の一つであった

が、其の進展が弱かったこともあり、本格化したのはこの頃。

それから岩手県の米生産力は、農事試験場の科学的な研究の恩恵

を受けて向上していった。盛岡ではこの北上川すじが特に安定し

た収穫が可能であったため、水田そのものが投資の対象に。

岩手の農業政策は、資本主義化に伴う食糧需要から米作中心にな

り、農事試験場での改良、更に馬耕による耕地整理事業が成功し、

作られた体系に技術が伝達された。

また、行政は凶作時の救農事業を組み込んだ。この事業によって、

農民は地主の下で農業に取り組むことができたのである。

盛岡高等農林学校設立。官立では

日本初で農・林・獣医学科の 3 科。

明治 21 年には付属するように岩

手県農事講習所が開講。

奥羽山脈、北上川、雫石川に囲ま

れた平坦な地形と恵まれた水利に

より先進的な農業が展開。

「内外凡百の植物を栽培し、風土

の適否を試み、種子苗木を付売し

農業奨励を図る」ことを目的に、

農務局仮試験場農事部が設立。

日本農業の最先端 勅令第 18 号、 科学的、政治的後押しによる発展

西ヶ原 ( 本部：東京 )、仙台、金

沢、柏原、広島、徳島、熊本に農

事試験場支場を設立。岩手知事は

「農業ハ本県首要ノ産業ニシテ其

一伸一縮ハ実ニ本県実力ノ消長ニ

関セリ。翻ッテ農業ノ現況ヲ観察

スルニ種苗、蚕種、耕転、施肥、

排水等、農業上諸般ノ業務ハ今後

改良進歩セシへキムノ余地多シ」。

明治 29 年、続いて陸羽、愛知、

島根にも支場が置かれ、翌年、岩

手県内 7 群に群立農事試験場、の

ちに岩手県立農事試験場も設立。

道府県立施設でも国立同様、米麦

の品種改良の試験研究が行われる。

　農事試験場官制

岩手県は産業の育成のため、県直

営の工業試験地 ( 勧業場 ) と西欧

式の大規模畜産農業を目指した牧

場事業に取り組んだ。

先進地から指導教師を招いて、養

蚕、醸造、染色、鉄工などの技術

の習得に当たらせて、多くの技術

習得者が輩出された。

明治政府発足
盛岡は戊辰戦争の際、幕府側で朝敵とされた過去から、日露戦争

後の軍隊の誘致合戦は汚名を晴らす悲願の機会であった。誘致に

成功した盛岡市には早速その翌年、弘前に駐在していた工兵第八

大隊が下厨川に移転、その 3 ヶ月後に皇太子を招いて特別演習も。

良馬の産地であるからか、更に翌年には騎兵第三旅団が新設され、

盛岡に進駐、兵舎や練兵場など続々建ち上がり、軍人の街になっ

ていった。

軍隊の誘致は結果として盛岡の経済を大きくしたということに間

違いはない。しかし、盛岡の戦前から残る軍関連施設の建物など

の資料が、市にもほとんど残っていないということから、盛岡で

の過去に対する温度感は未知。

盛岡の軍隊誘致戦略

岩手種馬所、開設

種畜場 ( 農商務省岩手種馬所 ) に建設された覆馬場。建築面積

923 平米、建物内に柱はなく、主に冬や雨の際に種牡馬や子馬を

運動させるための全天候型運動場として利用されていた。

農林省東北農業試験場が岩手種畜牧場厨川分厩跡 ( 旧岩手種馬所 )

に移転。設立時には式典会場となり、その後研究施設、倉庫や研

究発表会場、職員の葬式などに利用。現在は農機具庫として、貴

重な扱いではない様。

竣工後に用途転換が多く、建具などから見るに改修が幾度かされ

ている様だが、情報に乏しく未知。

現在は国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構東北農

業研究センターは盛岡研究拠点（盛岡試験地は、平成 12 年廃止）。

近代化を進め日本には、経済力と軍事力が求め

られ、富国強兵は切実な願いだった。日清、日

露戦争において、日本の馬が諸外国に比べて著

しく劣っていることが判明し、馬の改良に至る。

馬匹改良 30 ヶ年計画として全国に 15 の種馬

所や種馬育成所が設置された。

盛岡は古来より、南部馬の産地として知られて

いたため、好適地であると判断されたであろう。

徳川家康に馬を献上したという記録も残る。

盛岡にはその他数棟の覆馬場が建てられたが、

この岩手種馬所のみが木造でつくられている。

覆馬場 ( 現 : 東北農業研究センター ) 竣工

覆馬場 ( 現 : 岩手牧場 ) 竣工

岩手種馬所、厨川村に移転

盛
岡
の
歴
史

盛
岡
の
農
業
の
歴
史

選
定
建
物
の
変
遷

盛岡と当建物の

種馬所が多くあり、畜産、軍、農業

に馬が活躍した盛岡と言える。馬は

戦争とともに消えていったが、人間

を生かすための米作は常であり、継

続されていくだろう。

この動きは、まさに覆馬場から農事

試験場に転用されていった当建物の

変遷であり、同時に全く盛岡の歴史

であるのだ。

当建物は盛岡の文化的歴史を表現し

つつ、様々な用途で使われてきた、

建築としての歴史ももつ。盛岡から

と当建物から得るコードを拾う。

変遷の合致

戦国大名に土地支配の体制が確立され、生産性を石という単位で表

したもの。太閤検地から本格的に導入され、徳川政権で全国の支配

を確立。土地の根源的な収入として判断する。所謂領主、家の勢力

を示す指標。蔵屋敷が蔵米の所有者に発券した米の保管証明書であ

る米切手など、米は現代でいう日本銀

行券の様な、しかし実際のものとして

も価値の保証されたものであった。

石高制の終末とともに、

貨幣制度の混乱を起こ

したとも言われる。

宮中行事の一つで、天皇がその年

に収穫された新穀などを天神地祇

に供えて感謝の奉告を行い、神か

らの賜わりものとして食する儀式。

同じ日に全国の神社でも行われる。

五穀の収穫を祝う風習で、宮中祭

祀の中で最も重要。記紀神話にも

大嘗 ( 古事記 ) 或いは新嘗 ( 日本

書紀 ) と見られる。新嘗の最初の

記録は神武天皇 ( 紀元前 600

年頃 )。

稲作が中国から伝わったのは縄文

時代 (12000-2500 年前 )。

稲、米、飯といった、植物として

の全体と実、収穫前後、調理前後

などにより使い分けられる多様な

語彙がある。

新嘗祭

米のはじまり

配給制と米離れ

日米開戦後、食糧管理制度で米の

流通を国が掌握、米不足による配

給制で食生活の変革の一因とも。

闇米が出回る時期を超え、米の時

給が実現するが、米余り現象が起

こり、減反政策といって新規開田

禁止などの生産調整政策が出され

るまでに。

石高制

選定建物の変遷は、盛岡の歴史をそのまま反映したといえるほどに合致している。米と馬の改良を通じて良質な成果を獲得し、今の盛岡を確立させた。

○盛岡の米に始まる産業と選定建物までの変遷
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	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

△

○

△
○

○

○
○
○

飛柱の補強 (E/W)

East West

���������

Building

21/11/24   page04

第三農機具庫

天井面ブレース　高床部構造

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-04Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

-

-

-
- -

-
○○

East West

���������

Building

21/11/24   page05

第三農機具庫

天井面ブレース　高床部構造

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-05Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

△ ×

○

○
××

×

○

飛柱の補強 (E)、取替 (W)

飛梁の復帰 (E 上下、 W 下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page07

第三農機具庫

高床部構造

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-07Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

-

-

-
-

○

-
-
○

East West

���������

Building

21/11/24   page06

第三農機具庫

高床部構造

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-06Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

×

×

×
○

○

○
×
○

飛柱の取替 (E、W)

飛梁の復帰 (E 下、 W 下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page10

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-10Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

-

-

-
-

○

-
-
○

East West

���������

Building

21/11/24   page08

第三農機具庫

高床部構造

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-08Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

×

×

×

○

×
○

×
○

飛柱の取替 (E、W)

飛梁の復帰 (E 上下、 W 下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page09

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-09Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

△

×

×

○

○

×
×
○

飛柱の補強 (E)、取替 (W)

飛梁の復帰 (E 下、 W 上下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page11

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-11Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

△

�

-
○

○

-
-
○

飛柱の補強 (E)

East West

���������

Building

21/11/24   page13

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-13Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

-

-

-

○

-

-

-

○

East West

���������

Building

21/11/24   page12

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-12Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

×

×

-
×

○

-
-
○

飛柱の取替 (E)

飛梁の復帰 (E 上下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page14

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-14Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

△
×
×
○

-

-

-

○

飛柱の補強 (W)

飛梁の復帰 ( W 上下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page15

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-15Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

×

�

△
×

○

×
○
○

飛柱の補強 (W)、取替 (E)

飛梁の復帰 (E 上、 W 上 )

East West

���������

Building

21/11/24   page17

第三農機具庫

増築間仕切り壁

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-17Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

×

×

×
○

○

○
×
○

飛柱の取替 (E、W)

飛梁の復帰 (E 下、 W 下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page16

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-16Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

× ×
-

-

○

-

-

○

飛柱の補強 (W)

飛梁の復帰 (W 上、下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page18

第三農機具庫

天井面ブレース

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-18Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

×

×

×
○

○

○
×
○

飛柱の取替 (E、W)

飛梁の復帰 (E 下、 W 下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page19

第三農機具庫

-

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-19Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

△
× ×

-

○

-

-

○

飛柱の補強 (W)

飛梁の復帰 ( W 上、下 )

East West

���������

Building

21/11/24   page22

第三農機具庫

天井面ブレース

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-22Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

-

-

-

○

-

-

-

○

East West

���������

Building

21/11/24   page20

第三農機具庫

天井面ブレース

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-20Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

×

×

△
×

○

×
○
○

飛柱の補強 (W)、取替 (E)

飛梁の復帰 (E 上下、 W 上 )

East West

���������

Building

21/11/24   page21

第三農機具庫

天井面ブレース

基礎の補強

-

明治 41 年 (1908)

盛岡市下厨川字赤平

覆馬場

A-21Truss Unit

Former

Old

Address

���

�����������

Add

Remove

�����������
����������


	��������

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

繋斜梁

×

×

×
○

○

○
×
○

飛柱の取替 (E、W)

飛梁の復帰 (E 下、 W 下 )

Building Name

21/11/26   page22

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-22Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

○

○
×

×

○

×
×側斜柱

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page21

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-21Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

×

×

○

×

○

○

×
筋交

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page20

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-20Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

×

×

×

○

×

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page19

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-19Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

○

○

×

×

○

×
×筋交

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page18

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-18Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

○

○

×

×

×

×

×

筋交

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page17

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-17Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

×

○

○

×

○

○
○中斜柱

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page16

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-16Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

×

×

×

○

×

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page15

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-15Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

○

○

×

○

×

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page14

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-14Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

×

○

×

×

×

○

○

○筋交

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page13

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-13Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○

○

○

○

○

×

×

×側斜柱

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page12

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-12Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○

○

○

×

×

×

解体

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page11

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-11Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

-

-

-

○

○

×

基礎の補強

飛柱の補強 (E)

飛梁の復帰 ( W 下 )

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page10

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-10Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

-

-

-

○

○

○

基礎の補強

飛柱の補強 (E)

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

Building Name

21/11/26   page09

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-09Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○

○

○

○

○

×

基礎の補強

飛柱の取替 (W、E)

飛梁の復帰 (W )

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

移築

Building Name

21/11/26   page08

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-08Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○
○
○

○
○
○

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

基礎の補強

移築

Building Name

21/11/26   page07

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-07Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○

○

○

○

○

○

基礎の補強

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

移築

Building Name

21/11/26   page06

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-06Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○

○

○

○

○

○

基礎の補強

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

移築

Building Name

21/11/26   page05

第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-05Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

△ △

-

-

○

○

○

○

基礎の補強

飛柱の補強 (E、W)

飛梁の復帰 ( W 下 )

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

移築

Building Name
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第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-04Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○

○

○

○

○

○

基礎の補強

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

移築

Building Name
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第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-00Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


上桁

垂木

母屋

転止

合掌

棟木

下桁
小屋梁

繋斜梁

吊束ボルト

吊対束

吊束

二重梁

添二重梁
中斜柱 側斜柱

上斜柱束踏

置梁

飛柱

飛梁

筋交

方杖

East West

���������

���

	��������

Add

Remove

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

( 基準 A-00 に比較して )

( 基準 A-00 に比較して )

加増部

増築部

減築部

喪失部

---

---

---

---

East West

屋外に見られる変化に着目

調査記録から判断された操作

履歴から記録を拡大解釈

Building Name
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第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-03Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○

○

○

○

○

×

基礎の補強

飛梁の復帰 ( W 下 )

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

移築

Building Name
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第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-02Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

-

-

○

○

○

○

○

○

基礎の補強

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

移築

Building Name
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第一乾草舎

明治 37 年 (1904)

盛岡市下厨川字穴口

覆馬場

H-01Truss Unit

Former

Old

Address

�����������

�����������
����������


���������

���

	��������

Add

Remove

East West

開口部上部垂木

-

○

○

○

○

○

○

基礎の補強

飛柱

飛梁 ( 上 )

飛梁 ( 下 )

移築

第三農機具庫

第一乾草舎

無名建築記録 カルテ

小屋組トラスの 1 フレームを単位として、実測調査から描いた断面図を基準に、無名建築の記録、カルテを製作した。

カルテの赤塗り部は基準に対して加増部、青塗り部は喪失部、赤線部は増築部、青線部は減築部である。カルテ A-02、A-0 ともに内部左側に増築の柱、梁、床が、天井付近にはブレースが見られる。カルテ A-02 では、飛柱に大き

く雨の形跡や飛梁の喪失が見られる。一方、カルテ A-03 では、飛柱下部に大きく喪失が見られる。こられ各カルテに応じて、補強、移築等の判断を行う。

この設計提案において、補強や移築の抽出を行うためのカルテの製作は、更なる二棟の無名建築の理解はもちろん、約 110 年生き残された建築を知るということであり、現代において私にどのような操作が行えるのか、行って良い

のかを真剣に考えるきっかけとなった。無名建築の現状をカルテとして図示し、現実の建築を相手に提案を行う。補強を行う箇所は多く、いくつかの補強の可能性を用意捨必要があった。移築可能な小屋組トラスは制限され、その

範囲内で二棟の無名建築の価値を再び示すための私のデザインを提案する。

小屋組トラスの 1 フレームを単位として、実測調査から描いた断面図を基準に、無名建築の記録、カルテを製作した。

カルテの赤塗り部は基準に対して加増部、青塗り部は喪失部、赤線部は増築部、青線部は減築部である。カルテ A-02、A-0 ともに内部左側に増築の柱、梁、床が、天井付近にはブレースが見られる。カルテ A-02 では、飛柱に大き

く雨の形跡や飛梁の喪失が見られる。一方、カルテ A-03 では、飛柱下部に大きく喪失が見られる。こられ各カルテに応じて、補強、移築等の判断を行う。

この設計提案において、補強や移築の抽出を行うためのカルテの製作は、更なる二棟の無名建築の理解はもちろん、約 110 年生き残された建築を知るということであり、現代において私にどのような操作が行えるのか、行って良い

のかを真剣に考えるきっかけとなった。無名建築の現状をカルテとして図示し、現実の建築を相手に提案を行う。補強を行う箇所は多く、いくつかの補強の可能性を用意捨必要があった。移築可能な小屋組トラスは制限され、その

範囲内で二棟の無名建築の価値を再び示すための私のデザインを提案する。

 

第三農機具庫

無名建築記録 デザインコード

建物のデザインコードを読み取る。建築全体を構成するその部分を集め、普遍的なものであろうと、集合してこの建築の意味を示す。第一乾草舎と近似するもの、相違するものが見られることに価値を見出す。

これらのデザインコードは、第三農機具庫の補強にほぼ完全に、また新築する覆屋のデザインに一部踏襲される。すなわち、一部は踏襲せずに、既存の状態との差異をつくり、既存を引き立てるようなデザインや矛盾した部分を見せる。
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第一乾草舎

建物のデザインコードを読み取る。建築全体を構成するその部分を集め、普遍的なものであろうと、集合してこの建築の意味を示す。第三農機具庫と近似するもの、相違するものが見られることに価値を見出す。

これらのデザインコードは、第一乾草舎の移築、補強と、新築する覆屋のデザインに一部踏襲される。すなわち、一部は踏襲せずに、既存の状態との差異をつくり、既存を引き立てるようなデザインや矛盾した部分を見せる。
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容
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動

切
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持

埋
込



100mm 500mm

Splint   150 x 75mm

100mm 500mm

Equal angle steel   100 x 100 x 10mm

Bridging   150 x 150

New diagonal pillar   180 x 180

覆屋、第一乾草舎　改修小屋梁部

覆屋、第一乾草舎　新築既存接合部

51.07
42.78
34.48
26.18
17.88
9.58
0.00
-7.02
-15.32
-23.61
-31.91
-40.21
軸力

17.94
13.04
8.14
3.24
0.00
-6.57
-11.47
-16.37
-21.27
-26.18
-31.08
-35.98
軸力

風
圧
時

変形図軸力図全体軸力図
使用ソフト : midas iGen 

トラス方向 ( 建物長辺 ) で大きく受ける風圧への懸念より、解析を行うこととした。

風圧時の変形に関しては、建物高さに対する変形量が基準値から大幅に下回ることがわかり、かなりの合理性が確認できた。一方で、現状 ( 基礎無し、飛梁の腐食 ) で解析を行うと、今にも倒壊してよいほどの変形が生じる可能性が確認された。

また、軸力図を見ると飛梁に最も大きく軸力がかかっており、この建物の特徴的な部分、でもあり後に補強されたと思われる飛梁が構造上かなり必要とされることが確認できた。

トラス方向に大スパンをもち、加えて束材や小屋梁間にまで鋼材を使用している特殊なトラスであることより、自重に対する合理性を理解するべく、解析を行うこととした。

自重時の変形に関しては、長期荷重に余裕を持たせた状態であっても、基準値から大幅に下回ることがわかり、かなりの合理性が確認できた。

また、軸力図を見ると飛梁と同様に合掌にも大きく軸力がかかっており、現状合掌に添合掌が二重でつくられていることからも、かなり合理性を把握していたということが理解できると同時に、補強の際に接続する部材の限定にも大いに役立つ結果が確認できた。

自
重
時

○構造解析から判断された既存 - 新築デザイン

GL 0

+1770
見学通路 足場

第一乾草舎 移築

既存第三農機具庫 補強

見学通路 足場
GL +3720

GL +5670

GL +7620

既存屋根

新築覆屋根

見学通路 足場

見学通路 足場

黒 : 常設

青 : 仮設

既存第一乾草舎 第一乾草舎、解体

解体、廃棄

新築覆屋 ( 移築工事開始 ) 新築覆屋 ( 移築工事中構造体、足場 )

新築覆屋、移築第一乾草舎 ( 移築完了 )

新築覆屋 ( 移築工事前 )

Faze 1 Faze 2

Faze 3

○新築 - 既存移築提案

Faze 1　覆屋

　　　    既存の第一乾草舎に載る部材から仮設の柱が落ちる、移築を待つ

Faze 2　覆屋、既存移築中第一乾草舎

　　　    移築中は足場として機能する、点で覆屋が載り互いに強度を増す

Faze 3　覆屋、既存移築完第一乾草舎

　　　    無名建築のシェルター兼ギャラリーとして半永久的に建つ

覆屋、移築後第一乾草舎基礎

移築後第一乾草舎

覆屋、足場構造体

覆屋根

移築完了サイン

○新築 - 既存移築構成



Equal angle steel   40 x 40 x 5mm

Rafter   60 x 45mm

100mm 500mm

Anchor bolt   É”12

D16 @200
D13 @200

Non-shrinkage mortar 20mm

Steel 9mm

Chemical anchor

100mm 500mm

Roughening

第三農機具庫　補強庇部

第三農機具庫　補強基礎部

 

貫
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添
材

挟
持

添
材

挟
持

変
律
動

変
律
動

迎
合

切
欠

補強部分 : 飛柱、飛梁 補強部分 : 基礎、飛柱

それぞれの部分の現状から利用可能な第三農機具庫から読み取ったデザインコードを利用し、構造的な補強と同時に、既存の無名建築の価値を再び表現する。

補強部分 : 垂木、庇

飛柱や飛梁が腐食していることから、庇を延長する補強を行う。

現在の庇は垂木も同面で外壁面から 300mm ほどしか出ていな

い。庇の補強を柱を落とさずに、屋外に突出する小屋梁周りか

ら延長させるため、既存の垂木、小屋梁を支点とする。既存の

垂木の両側から添わせて寸法の同じ 60mm 角材で新たな垂木を

延長する。延長する垂木の回転を防ぐため、小屋梁から新たな

垂木にアングルを架け、更に挟持する。それらの部材はボルト

によって支持され、積雪や風による変形を抑える。

腐食や欠損した飛柱、飛梁の取替、補強を行う。

カルテにも見られるように、ほとんどの部材が雨風の影響で損

傷している。更に、構造解析から、この飛柱、飛梁にかなりの

力が働くことがわかったため、取替の判断が多くなっている。

取替では、基礎との接合部を金物で浮かせることで基礎を受容

する。また、補強では、取替同様に基礎との接合部は浮かせ、

飛柱の下部の損傷の程度に応じて切り落とし、挟持することで、

屋外に突出する小屋組トラスが更に矛盾した変律動を得る。

飛柱の基礎が設えられていなかったため、新設で補強を行う。

小屋組トラスの柱には逆 T 字の基礎が設えられていると考えら

れるが、飛柱には確認できなかった。その逆 T 字の基礎を目荒

らしして迎合することで、大掛かりな工事とせずに基礎を補強

する。飛柱の腐食が大きな問題であったため、飛柱の落ちる部

分をそれ以外の部分より高くし、かつ屋外に突出する小屋組ト

ラスの変律動を強調する。基礎を露出することで、その役割の

重要性を示す。

明治後期、国 ( 各省 ) が設計した建築の型

明治後期は西洋から入ってきた建築技術と、日本に根付いた

建築文化との衝突で混乱していた。イギリス、フランス、ド

イツなどの外国人の教えを元に、当時の農商務省などの建築

はつくられている。

第三農機具庫は、4 年前の第一乾草舎を真似たようなつくり

が多く見られるため、盛岡のデザインの型が強く見られる。

その第三農機具庫をカルテとして記録し、既存への操作を最

小限に抑え、余計な補強を行わないことを前提として各部材

に対応をする。更に、カルテによってどの位置の部材の損傷

が大きいかが理解でき、飛柱の基礎がないこと、飛柱の腐敗、

その原因である短い庇。これらの問題点への対応を行う。

この補強によって、明治後期盛岡の建築技術から、現代私が

設計するまでに変化した、建築技術や慣習を可視化し、その

部分の構造的な重要性をも学習可能とする。

それらの補強は、第三農機具庫のデザインコードを踏襲して

いるため、この無名建築の特性を示し、価値を助長する。

盛岡の型で上塗りした無名建築、第三農機具庫

第三農機具庫の現状をカルテとして記録 カルテから、各部への補強の対応を決定 補強が構造的重要な部分を示す、学習可能性

デザインコードを読み取り、建築の価値を助長する補強

○×

○新築 - 既存構造合理的デザイン

○新築 - 既存構造合理的デザイン

庇の延長

飛柱飛梁の取替、補強

垂木の延長

基礎の補強

○新築 - 既存構造合理的デザイン

カルテや構造解析から、屋外に突出する小屋組トラスの飛柱、飛梁、繋斜柱の損傷は大きく、補強が必要であ

ると判断した。庇とそれを支える垂木、腐食している飛柱と飛梁、設えられていなかった基礎を考える。
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